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新年に祈る  

 

 年が明けた。毎年、自戒を込めて、以下の詩に目を通すことにしてい

る。以前にも書いたことがあるから、またかと思う読者もあるかも知れ

ないが、私にとって年頭行事のようなものなのである。 

 

◆ 

 

 私はこうありたい――より勇敢で 大胆に もう年なのだから い

ま少し賢く 

 

 出会う人々に もう少し優しく 敗北に対して もっと雄々しく 

 

 これが新年の私の願い 私の祈り 神よ 真の人間に なさしめ

たまえ 

 

 

 私はこうありたい――いま少し公平に より優れ より正確に 

 

 すぐ咎め立てや 非難することなく あらゆる人を助け 

 

 人の欠点に むきにならない人 神よ 真の人間に なさしめたま

え 

 

 

 私はこうありたい――いま少し誠実に 願うだけでなく 行う人に 

 

 より広く より大きく 進んで人に与え 隣人に手を貸しつつ と

もに生きる人 

 

 これが私の新年の願い 私の祈り 神よ 私を真の人間に なさし

めたまえ 

 

                                   

エドガー・Ａ・ゲスト 

 

◆ 

 

 年末に、１冊の本と出会った。 

 

 「いじめのある世界に生きる君たちへ」（中央公論新社刊、１２００円＋

税）。サブタイトルに「いじめられっ子だった精神科医の贈る言葉」とあ

る。著者は中井久夫さん。日本を代表する精神科医、と解説にはある。 

 

 中井さんは、「いじめ」を人間奴隷化のプロセスととらえ、それが「孤

立化」「無力化」「透明化」を経て子供たちを破壊すると解析している。 

 

 大人たちには「いじめのワナのような構造の、君は犠牲者であると

いうことを話して聞かせ、その子のかかえている罪悪感や卑小感や劣

等感を軽くしてゆくことが最初の目標でしょう」と語り、「この文章を読

んでくれたきみに、『ありがとう』と言います」と締めくくる。どうか一

度、この本を手に取っていただきたい。この紙幅では、その内容全てを

書き尽くせない。読んでいただくことが「私の祈り」、でもある。 

   

今号は「新聞に載らない内緒話」は２部構成です!! 

4ページに記載していますので、そちらもご覧ください!! 

新聞に載らない内緒話 
（寄稿：日刊スポーツ編集部）
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パズルの回答は次号、または当店のホームページまで!! 語彙・読解力検定の回答は4ページへ!! 
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ご愛読者プレゼント 
※当紙面に掲載している内容は券面記載内容の一部です。詳しくは券面をご覧ください。 

※★1つにつき10名様に進呈できます。 

【応募方法】 
はがき、FAX、ホームページまたはメールにて受け付けています。住所・氏名・電話番号、および希望プレゼント（チケットの

場合は枚数も）を漏れなく記入して下さい。希望者多数の場合は抽選となりますので、外れた場合の第二希望がありま

したらそちらも併せてご記入下さい。直接メールされる方は、お手数ですがメールタイトルを「プレゼント申し込み」とご記入下

さい（無題ですと、迷惑メールと判別して削除される事があります）。 

 

①応募者多数の場合は抽選となり、チケットの場合は希望枚数に関わらず上限を設けさせていただきます。 

②発送を以って当選発表とさせていただきます。 

③応募は、一世帯一回までです。複数応募された場合、有効は一通のみとなります。 

④必ず希望数をお書きください。無記入の場合やチケット以外のプレゼントは1点1枚希望とさせていただきます。 
⑤ 

当選後の枚数追加や〆切日を過ぎた応募には、チケット手配の都合上対応できかねますのであらかじめご了承ください。 

 

応募〆切：今月10日必着／宛先：当誌４ページに記載 

月  刊  る  み  え  る 

草間彌生 わが永遠の魂（応募枚数上限２枚まで） 

（国立新美術館）2/22㈬～3/31㈮★ 

ミュシャ展（応募枚数上限２枚まで） 

（国立新美術館）3/8㈬～4/24㈪★★★ 

おふろの王様（応募枚数上限２枚まで） 
（6店舗共通）3/31㈮まで ※平日のみ★★★ 

こどもの国ペアセット（1世帯1セットまで、2枚組） 
6/30㈮まで★★ 

こどもの国ファミリーセット（1世帯1セットまで、4枚組） 
6/30㈮まで★★ 

天声人語書き写しセット（天声人語１冊付）（1世帯1セットまで） 
★★ 

スマホ、携帯電話、パソコン…「文章を書く」生活から遠ざかっていませんか？ 

朝日新聞の天声人語は、大学入試にも多く出題されています。 

大学だけでなく、高校入試や中学入試に備えての小論文対策、また就活に

向けて自分の見識を広げたりはもちろん、自宅での手軽な脳トレーニングとし

て最適です!! この春から、「自分のレベルアップ」に挑戦してみませんか？ 
天声人語書き写しセット 
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「月刊るみえる」への応募・お問い合わせはこちらまで 

編集・発行／有限会社アサヒルミエル 

 214-0036 
神奈川県川崎市多摩区南生田4-17-2  
    南生田「月刊るみえる」係 

TEL 044(976)0540 / FAX 044 (977)3793 

ホームページは 
スマホ対応!! 検 索 ASA南生田 

 

「眠り猫」と、小津安二郎 
  
   築地に「Ｏ」というてんぷら屋がある。 
 
 林立する、無秩序なビル群の底へ追いやられたようなそこは
木造二階建てで、引き戸の上には少々汚れた、水色ハンケチ大が
連なって、どうやらこれが暖簾であるらしい。外壁の、地口行灯の
ようなそれに店名があり、ここがただの民家ではないことを告

げている。 
 
 道沿いの勝手口に小さな三和土（たたき）があり、猫が一匹が
いて、ペットハウス脇の座布団の上でいつも丸くなっていた。超
越したような風情で、ひたすら眠りこけている。すでに、老いてい
たのかもしれぬ。 
 
 その眠り猫の居るここは、お座敷天ぷらの名店として知られて
いるそうで、戦後、映画監督・小津安二郎の贔屓（ひいき）であっ
た。原節子主演の「東京物語」、「晩春」、「麦秋」で知られた名監
督、と書けば年配の方はご存知かもしれない。 
 
 
 二、三人用と五、六人用の二部屋しかなく、ゆえに一日二組し
か客を取らないとは知人の話である。天ぷらのフルコースの最後
は煎茶をかけた茶漬けで、これは小津の発案だそうで、当初は大
きめに切った海老のかき揚げに出汁（だし）をかけたが、「呑んだ
後でもさっぱり食べられる」との小津の意向でこのスタイルと
なった。 

 
 残された小津日記、１９３５年（昭10）３月19日には、 
 
 
 春の夜をさらさら茶漬たうべけれ 
 
 
 との記述が残されている。戦前の日付だから、この店の茶漬け
ではなさそうだが、そういえば彼の作品に「お茶漬の味」という
映画もある。嗜好（しこう）の一品、ということであろう。 
 
 付け加えるのならば、小津にゆかりある女性の旅館がこの店に

近く、店前はかつての築地小劇場、その跡地。勤務した松竹本社
もすぐ傍にある。さらにガンで入院したのが築地の国立がんセン
ターで、葬儀は築地本願寺で執り行われている。この地は彼の、
人生の筋道にあたるのかもしれない。 
 
 ところで、件（くだん）の「眠り猫」である。 
 
 ある日の通勤途中、のぞいてみると姿が見えぬ。ペットハウス
も片付けられていたから、この冬の寒さを逃れ、家の中にでも導
かれたのであろうと推察したが、その後、勝手口にすっくと立っ
た姿が確認された。元気でいたか、と安堵したが、その翌日も同
じ立ち姿で居る。 
 
 近づいて、まじまじ眺めてみるとそれは石膏の、猫であった。座
布団の上に鎮座するその前にはピンクの餌台が用意されていた。 
   
★スポーツ、芸能情報は日刊スポーツで。ご購読申し込みはお近
くの朝日新聞販売店、もしくは日刊スポーツ販売局フリーダイヤ
ル ０１２０－８１－４３５６まで 

新聞に載らない内緒話 
（寄稿：日刊スポーツ編集部）

 


